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地
球
温
暖
化
と
日
本

（財
与
妙認
月磁
桜
一シ‐代導

国
際
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

・′レ

（Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
三
十
八
回
総
会

が
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
総
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る

の
は
初
め
て
で
あ
る
。
今
回
の
横
浜
総
会
で
は

「第
五
次
評
価
報
告
書
お
よ
び
第
二
作
業
部
会

（生
態
系
、

社
会

，
経
済
等
の
各
分
野
に
お
け
る
影
響
お
よ
び
適
応
策
と

が
報
告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

の
評
価
報
告
書
に
つ
い
て
は
多
く
の
関
係
者
か
ら
、
そ
の
是
非
を
含
め
問
題
点
や
信
頼
性
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
百
三
十
力
国
を
超
え
る
科
学
者
が
数
千
人
規
模
で
ま
と
め
上
げ
た

「気
候
変
動
に
関
す
る

評
価
報
告
書
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境
の
ゆ
く
え
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
の
報
告
書
を
基
に
地
球
温
暖
化
と
日
本
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
評
価
報
告
書
に
お
け
る
表
現
の
変
遷

（第

一
次
か
ら
第
五
次
ま
で
）

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
評
価
報
告
書
の
公
表
は
第

一
次
と
し
て

一
九
九
〇
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回

（二
〇

一
三

年
）
は
第
五
次
の
報
告
で
あ
る
、
今
ま
で
の
評
価
報
告
書
で
用
い
ら
れ
た
表
現
の
変
遷
を
比
較
す
る
と
、

地
球
温
暖
化
の
追
り
く
る
危
機
が
感
じ
ら
れ
る
。

・
第

一
次
評
価
報
告
書

（
一
九
九
〇
年
）

自
然
界
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
が
あ
る
。
人
間
の
活
動
か
ら
放
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

（二
酸
化
炭
素
、

メ
タ
ン
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
亜
酸
化
窒
素
）
は
温
室
効
果
を
加
速
す
る
。
水
蒸
気
は
地
球
温
暖
化
に
応
じ
て
増
加

す
る
、
水
蒸
気
の
影
響

（二
酸
化
炭
素
と
比
べ
二
百
倍
の
温
室
効
果
）
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
具
体
的

な
数
値
も
提
示
さ
れ
た
。
地
上
の
平
均
気
温
上
昇
は

一
～
三
度
、
平
均
海
面
は
三
十
五
～
六
十
五
セ
ン
チ

上
昇
す
る
。

・
第
二
次
評
価
報
告
書

（
一
九
九
五
年
）

温
室
効
果
ガ
ス
の
蓄
積
に
対
す
る
気
候
系
の
反
応
は
、
時
間
ス
ケ
ー
ル
が
長
い
こ
と
か
ら
、
す
で
に
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
と
述
べ
、　
一
層
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
平
均
気
温
上
昇

は
○

。
九
～
三

・
五
度
、
海
面
は
十
五
～
九
十
五
セ
ン
チ
上
昇
す
る
な
ど
と
変
動
幅
が
広
が
っ
た
。

・
第
二
次
評
価
報
告
書

（二
〇
〇

一
年
）

観
測
デ
ー
タ
量
や
デ
ー
タ
解
析
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
温
暖
化
し
つ
つ
あ
る
世
界
の
全
体
像
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
数
値
は
、
地
球
の
平
均
気
温
は
二
十
世
紀
に
約
○

・
六
度
上
昇
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
最
近
五
十
年
間
に
観
測
さ
れ
た
温
暖
化
現
象
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間
活
動
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

士 ょ
日 し

村 ぢ

和事
就ぢ
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・
第
四
次
評
価
報
告
書

（二
〇
〇
七
年
）

二
十
世
紀
半
ば
以
降
に
観
測
さ
れ
た
世
界
平
均
気
温
の
上
昇
の
ほ
と
ん
ど
は
人
間
活
動
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
結
論
づ
け
、
よ
り
詳
細
な
観
測
デ
ー

タ
を
示
し
て
い
る
。

一
）
気
候
の
変
化
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
観
測
結
果

・
温
暖
化
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
大
気
や
海
洋
の
平
均
温
度
の
上
昇
、
雪
氷
の
広
範
囲
に
わ
た
る
融
解
、

世
界
平
均
海
面
の
上
昇
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。

・
す
べ
て
の
大
陸
お
よ
び
ほ
と
ん
ど
の
海
洋
で
気
候
変
動
、
と
り
わ
け
気
温
上
昇
の
影
響
を
受
け
て
い

２
一
。

二
）
変
化
の
原
因

・
世
界
の
温
室
ガ
ス
の
排
出
量
は
産
業
革
命
以
降
、
人
間
活
動
に
よ
り
増
加
し
て
お
り

一
九
七
〇
年
か

ら
二
〇
〇
四
年
の
間
に
七
〇
％
増
加
し
て
い
る
。

・
世
界
の
Ｃ
Ｏ
ξ

メ
タ
ン

（Ｃ
Ｈ
４
）
お
よ
び

一
酸
化
二
窒
素

（Ｎ
２
０
）
の
大
気
中
濃
度
は
、　
一
七

五
〇
年
以
降
の
人
間
活
動
の
結
果
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
現
在
の
数
値
は
氷
床
コ
ア
か
ら
決
定
さ

れ
た
過
去
の
何
千
年
の
数
値
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

・
第
五
次
評
価
報
告
書

（二
〇

一
三
年
）
…
…
最
新
情
報
を
網
羅

温
暖
化
へ
の
人
間
の
関
与
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
①

一
九
五

一
年
か
ら
二
〇

一
〇
年
の
間
に
観
測
さ
れ

た
世
界
の
平
均
地
表
温
度
の
上
昇
の
半
分
以
上
が
、
人
間
が
気
候
に
与
え
た
影
響
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
②
そ
の
確
率
は
九
五
％
以
上
で
あ
る
。

一
）
気
候
シ
ス
テ
ム
の
観
測
さ
れ
た
変
化

温
暖
化
は
疑
う
余
地
が
な
く
、
大
気
と
海
洋
は
温
暖
化
し
、
雪
氷
量
は
減
少
し
、
海
面
水
位
は
上
昇

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
は
上
昇
し
て
い
る
。

・
大
　
気

地
球
の
表
面
で
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
今
世
紀
末
に
は
最
大
四

。
八
度
上
昇
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

・
海
面
水
位
　
　
　
　
　
　
・ヽ

十
九
世
紀
半
ば
以
降
の
海
面
水
位
の
上
昇
率
は
、
そ
れ
以
前
の
二
千
年
間
の
平
均
的
な
上
昇
率
よ
り

大
き
か
っ
た
。　
一
九
〇

一
～
二
〇

一
〇
年
の
期
間
に
世
界
の
平
均
海
面
水
位
は
○

。
一
九
メ
ー
ト
ル

上
昇
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
世
界
の
海
面
水
位
は
最
大
八
十
二
セ
ン
チ
上
昇
す
る
可
能
性
が
高
い
。

・
水
循
環

温
暖
化
に
対
す
る
世
界
の
水
循
環
の
変
化
は

一
様
で
は
な
い
。
地
域
的
な
例
外
が
あ
る
が
、
湿
潤
地

域
と
乾
燥
地
域
、
そ
の
季
節
の
間
に
降
水
量
の
差
異
が
増
加
す
る
。

上
記
を
も
と
に
し
た
最
終
報
告
書
案
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
な
ど
で
、
今
世
紀
末
ま
で

に
ア
ジ
ア
を
中
心
に
数
億
人
が
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
温
暖
化
に
よ
り
農
産
物
の
生
産
量
が
減
少
し
、

食
糧
問
題
が
深
刻
化
し
人
類
の
社
会

・
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
指
摘
し
、　
一
刻
も
早
く
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、
被
害
を
低
減
さ
せ
る
適
応
策
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

読
む
と
す
べ
て
の
評
価
報
告
書
に

「
人
間
活
動
に
よ
り
温
暖
化
効
果
ガ
ス
が
増
加
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

当
然

「
人
為
的
で
は
な
い
」
と
い
う
反
対
意
見
も
あ
る
。
温
暖
化
は
太
陽
の
活
動
や
地
球
内
部
の
自
然
要

因
に
拠
る
と
か
、
い
ゎ
ゆ
る

「
温
暖
化
経
済
学
」
を
担
ぐ
炭
素
税
や
環
境
税
の
導
入
を
企
む
政
治
家
や
金

融
業
者
の
仕
業
、
原
発
推
進
の
最
高
の
武
器
で
あ
る
と
か
騒
が
し
い
。
し
か
し
原
因
は
ど
う
あ
れ
、
気
温

や
海
水
温
度
の
上
昇
は
続
い
て
い
る
が
事
実
だ
。
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二
、
地
球
温
暖
化
と
日
本

既
に
多
く
の
専
門
家
が
温
暖
化
に
よ
る
食
糧
難
の
時
代
が
来
る
と
警
告
し
て
い
る
。
植
物
は
温
暖
化
の

影
響
を
強
く
受
け
、
特
に
コ
メ
や
豆
な
ど
の
農
産
物
の
生
産
性
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
穀
物
を
育

て
る
為
に
必
要
不
可
欠
な
水
資
源
は
ど
う
な
る
の
か
。

ｏ
豪
雨
と
渇
水
に
脅
か
さ
れ
る

日
本
の
水
資
源
の
約
三
割
は
春
先
の
梅
雨
、
秋
の
台
風
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
雨
水
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
る
。
特
に
問
題
な
の
は
稲
作
な
ど
必
要
な
時
に
、
必
要
な
水
資
源
を
確
保
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

反
面
、
気
象
庁
の
デ
ー
タ
で
は
全
国
的
に
集
中
豪
雨
が
増
加
す
る
傾
向
が
長
期
的
に
続
い
て
い
る
。
集

中
豪
雨
は
使
え
な
い
水
資
源
の
増
加
で
も
あ
る
。

・
積
雪
は
ど
う
な
る

稲
作
地
域
で
は
、
雪
解
け
水
を
苗
代
用
水
と
し
て
活
用
し
て
き
た
が
、
温
暖
化
に
よ
り
、
雪
解
け
が
早

く
始
ま
り
肝
心
な
時
に
水
が
不
足
す
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
。
積
雪
は
全
国
的
に
減
少
が
続
い
て
お
り
、

一
九
六
二
年
か
ら
の
五
十
年
間
で
年
最
深
積
雪
量
は
、
東
日
本
で
五
六
％
、
西
日
本
で
は
七
二
％
、
北
日

本
で

一
八
％
減
少
し
て
い
る
。
（
い
ず
れ
も
日
本
海
側
）
で
は
全
国
的
に
減
少
す
る
か
と
言
え
ば
、
北
海

道
や
本
州
の
豪
雪
地
帯
で
は
、
逆
に
積
雪
が
増
え
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
海
面
水
温
が
上
が
り
大

気
中
の
水
蒸
気
量
が
増
え
、
雪
雲
が
発
達
し
や
す
く
な
り
降
れ
ば
地
域
的
に
大
雪
に
な
り
豪
雪
地
帯
で
は

大
雪
の
頻
度
も
増
加
し
て
い
る
。
気
象
庁
の
予
測
で
は
今
世
紀
末
に
温
室
効
果
ガ
ス
が
現
在
の

一
・
八
倍

に
増
加
し
た
場
合
、
冬
の
平
均
気
温
は
三
”
三

・
五
度
上
が
り
、
そ
の
結
果
月
ご
と
の
積
雪
量
は
本
州
の

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
数
十
セ
ン
チ
減
少
す
る
が
、
北
海
道
や
本
州
の
豪
雪
地
帯
で
は
逆
に
二
十
～
四
十

セ
ン
チ
増
加
す
る
と
み
て
い
る
。
つ
ま
り
夏
に
み
ら
れ
る

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
同
じ
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

（降
れ
ば
豪
雨
）
積
雪
は

「降
れ
ば
豪
雪
」
の
傾
向
を
示
す
予
測
で
あ
る
。

三
、
北
海
道
は
日
本
と
世
界
の
食
糧
基
地
に

こ
の
温
暖
化
を
有
利
に
活
用
で
き
る
の
が
国
土
面
積
の
約
二
二
％
を
占
め
る
北
海
道
で
あ
る
。
国
土
交

通
省
の

「
国
土
の
長
期
展
望
」
に
よ
る
と
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
将
来
人
が
住
ま
な
い
地
域
の
ト
ッ
プ
が
北

海
道
で
あ
り
、
現
在
の
人
口
か
ら
五
二

・
三
％
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
つ
ま
り
北
海
道
の
人
口
が

半
分
に
な
る
。
で
は
北
海
道
の
気
温
は
ど
う
な
る
の
か
、
気
象
庁
は
、
平
均
で
三
～
四

・
五
度
上
昇
す
る

と
予
想
し
て
い
る
。
で
は
降
水
量
は
ど
う
な
る
の
か
。
秋
を
除
き
す
べ
て
の
季
節
で
降
水
量
は
増
加
す
る
。

積
雪
も
内
陸
部
の
豪
雪
地
帯
を
除
き
減
少
す
る
。

つ
ま
り
地
球
温
暖
化
の
脅
威
は
、
逆
に
北
海
道
の
農
業
に
と
り
最
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

機
械
化
に
よ
る
大
規
模
農
業
が
普
及
し
、
気
温
の
上
昇
、
水
資
源
が
豊
富
に
な
る
こ
と
に
よ
り
稲
作
面
積

の
増
加
、
さ
ら
に
多
品
種
の
農
作
物
の
大
規
模
生
産
が
可
能
な
る
。
北
海
道
は
温
暖
化
に
よ
り
日
本
お
よ

び
世
界
の
巨
大
な
食
糧
基
地
に
な
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
食
糧
基
地
の
構
想
は

既
に
多
く
の
機
関
や
組
織

（農
林
水
産
省
、
北
海
道
庁
、
北
大
等
）
か
ら
具
体
論
が
提
案
さ
れ
て
い
る
、

で
は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
の
弊
害
で
国
を
思
う
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
が
い
な
い
「
筆
者
と

水
問
題
で
触
れ
合
っ
た
故
中
川
昭
一
議
員
は

「食
糧
を
確
保
し
、
自
然
を
守
る
と
い
う
課
題
に
留
ま
ら
ず
、

豊
か
な
社
会
を
実
現
さ
せ
る
の
が
、
農
政
の
テ
ー
マ
で
あ
る
」
と
常
に
主
張
し
て
い
た
。
そ
の
意
思
を
継

い
で
中
川
郁
子
衆
議
院
議
員

（北
海
道
十

一
区
）
は

「食
糧
備
蓄
基
地
構
想
」
を
掲
げ
て
い
る
。
食
糧
問

題
は
国
家
そ
の
も
の
で
あ
る
、
安
倍
内
閣
に
は
国
を
挙
げ
た
食
糧
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。
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